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地域をつなぎ、地域と共に歩む

P-B10178〒962-0054 須賀川市牛袋町121番地1
TEL（0248）75-3176（担当部署：総合企画部 経営企画課）
ホームページアドレス https://www.sushin.co.jp

詳しくは、お近くのすしんの窓口までお問い合わせください。

地域をつなぎ、地域と共に歩む

この印刷物は、適切に管理された森からの木材を含む
FSC®認証紙を使用しています。

須 賀 川 信 用 金 庫 か ら の お 知 ら せ

●対象カード／福島県内8信用金庫が発行するすべてのカード
●対象ATM／福島県内8信用金庫が設置する店舗内･店舗外ATM
●ご利用内容／お預入れ･お引出し

しんきんのキャッシュカードがあれば、全国ゼロ
ネット加盟のしんきんATMで、平日･土曜日の
手数料が無料です。

福島県内8信用金庫のATMご利用手数料が

終 日 無 料365日

しんきんのPRコーナー

しんきんATM
ゼロネットサービス

手数料ゼロ

ZERO  ne t  S ERV ICE 0
平　日 8：45～18：00
土曜日 9：00～14：00

知ってトクする

令和4年9月期

■ 店舗所在地 （令和4年11月1日　現在）

■ 店舗外ATMコーナー

I N F O R M A T I O N

（令和4年11月1日　現在）

 

❶本店営業部

❷駅前支店

❸石川支店

❹郡山支店

❺桑野支店

❻鏡石支店

❼長沼支店

 

〒962-0842 
須賀川市宮先町31番地
〒962-0859 
須賀川市塚田88番地

〒963-7851 
石川郡石川町字新町11番地

〒963-8871 
郡山市本町二丁目1番9号

〒963-8025 
郡山市桑野二丁目35番7号

〒969-0401 
岩瀬郡鏡石町不時沼331番地5

〒962-0203 
須賀川市長沼字金町151番地

（0248）75-3171

（0248）75-2168

（0247）26-3111

（024）932-2005

（024）934-0171

（0248）62-3175

（0248）67-3171

◆印のある店舗は、11：30～12：30の間、窓口営業を休止いたします。

店 舗 名 所　在　地 電話番号 ATM設置台数  

❽上町支店

❾西川支店

10古殿支店

11富田支店

12玉川支店

13安積支店

14須 賀 川
　市役所支店

 

〒962-0864 
須賀川市北上町84番地5

〒962-0054 
須賀川市牛袋町121番地1

〒963-8305 
石川郡古殿町大字竹貫字竹貫38番地1

〒963-8045 
郡山市新屋敷一丁目167番地

〒963-6312 
石川郡玉川村大字小高字南畷10番地1
〒963-0105
郡山市安積町長久保三丁目３番１
〒962-0831　
須賀川市八幡町135番地

（0248）76-5911

（0248）76-3171

（0247）53-3727

（024）921-0222

（0247）57-4178

（024）945-1222

（0248）72-2121

店 舗 名 所　在　地 電話番号 ATM設置台数

入金・払戻・記帳・振込（現金取扱可）・定期預金取引可
※須賀川市役所支店は現金振込の取扱いは出来ません

設 　 置 　 場 　 所

　上町支店 川東出張所●
　（大東商工会隣）

　公立岩瀬病院●

　ヨークベニマル 
　メガステージ須賀川南店●

　ヨークベニマル 須賀川森宿店●
　ながぬまショッピングパーク アスク●

●入金・払戻・記帳・振込
　（当金庫および提携金融機関ＣＤカードのみ取扱可）・定期預金取引可

※全てのATMで通帳繰越機能がご利用いただけます。
※全てのATMに点字表示が標準化されています。
※全てのATMに視覚障がい者用ハンドセットを設置しております。
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天栄村
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矢吹町の
一部

玉川村 平田村

石川町

古殿町

福島空港

郡山南I.C.

郡山I.C.

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

❶
❷

❸

❹
13

❺

❻
❼

❽❾

10

11

14

12

◆

◆

◆

◆

須賀川
I.C.

須賀川
I.C.

本部



須賀川信用金庫の現況
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■業種別預金残高比率
令和4年９月期

■業種別貸出金残高比率
令和4年９月期 製造業 8.2%

農業、林業 0.5%
建設業 9.8%

卸売業、小売業 7.4%

個　人 
20.7％

不動産業
17.5%

各種サービス
12.9%

運輸業 2.3%

その他の事業者 0.3%

地方公共団体 
13.1%

令和4年９月期 ミニディスクロージャー

2

預金残高

令和4年3月期 令和4年9月期

　預金は、お客さまの着実な資産づくりを応援し、地域に密着した営業活動に努めた結果、期中5,765百万円増加し、
240,704百万円となりました。内訳をみますと、事業性預金で2,000百万円、個人預金で1,141百万円、公金預金で2,604
百万円それぞれ増加しました。
　個人預金は預金全体の61％を占めており、渉外担当者を中心とした活動を通じ、地域のお客さまからの大切な資金（預金・
積金）と信頼をお預かりしております。

　当金庫の令和4年9月期（令和4年4月～令和4年9月）における  
経営状況についてお知らせいたします。  

　貸出金は、個人向けおよび地方公共団体向けで増加しましたが、事業者向けで減少したことから、期中150百万円減少の
108,943百万円となりました。
　事業者向け貸出は、各種サービス業、卸売業、小売業、建設業などの減少により980百万円の減少、個人向け貸出は、住宅
資金やマイカー資金等の増加により217百万円の増加、地方公共団体向け貸出は612百万円の増加となりました。

（単位：百万円）

※記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。（以下同様であります。）

貸出金残高

令和4年3月期 令和4年9月期

100,000

50,000

0

（単位：百万円）

150,000

200,000

250,000

0

令和3年9月期

108,943

経　営　方　針

◆資金繰り支援

◆本業支援・経営改善支援

◆事業承継・再生支援

◆個人と地域社会の課題解決支援

地域と共に未来へ歩み続け、
地域社会の発展に貢献する
金融機関を目指してまいります。

S U K A G A W A  S H I N K I N  B A N K

基　本　方　針

大正3年6月25日、「有限責任須賀川信用組
合設立趣意書」において謳われた基本方針。
私たち須賀川信用金庫の心とも言えるもの
です。

ごあいさつ

109,093

令和3年9月期

215,244

金融業、保険業 7.3%

234,938 240,704

▲150
3月期比3月期比

108,849

3月期比3月期比

238,326

+5,765

　皆さまには、平素より須賀川信用金庫をお引き立ていた
だきまして、誠にありがとうございます。
　このたび、須賀川信用金庫の経営・業務の内容をご紹介
するため、令和4年9月期須賀川信用金庫ミニディスクロー
ジャーを発行いたしました。本誌を通じて、皆さまの当金庫
に対するご理解を一層深めていただければ幸いに存じます。
　さて、当金庫は創業以来、一貫して｢相互扶助の精神にもとづき、地域と共に歩み、地域と共に栄える｣を
経営理念に、皆さまと共に歩んでまいりました。これも多くの皆さまからの信頼と、ご理解、そしてご支援に
よるものと心から感謝する次第でございます。
　当金庫は、お客さまとのリレーションシップを追求し、地域に根ざした協同組織金融機関として、会員、
お客さま、そして地域が抱える課題の解決に尽力し、幸せづくりと地域社会全体の成長に貢献することを
目指す中期経営計画「すしん『支援力の強化と変革への挑戦』３か年計画」の２年目として、お客さまとの
連携をさらに深め、信用金庫の独自性・特性を活かしながら活動してまいりますので、なお一層のご指導ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

令和4年11月

　　　　　　　理事長      　　　　　　　

預金の状況

貸出金の状況

個　人 
61.0%

製造業 3.8%
建設業 6.0%
卸売業 0.8%
小売業 2.1%

サービス業 7.8%

その他の事業者 
7.3%

公金 11.2%

金融機関 0.0%

支援力の強化と
変革への挑戦
SUKAGAWA SHINKIN BANK
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令和4年3月期 令和4年9月期

　
10,000

5,000

0

14.0

7.0

0

（単位： 百万円） （単位：%）

令和3年9月期項　　　　　目 

コア資本に係る基礎項目（A）
コア資本に係る調整項目（B）
自己資本の額（C） [（A）－（B）]
リスク・アセット等の額（D）
自己資本比率（C）/（D）
総所要自己資本の額
うち信用リスクに対する所要自己資本の額
うちオペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額

 
10,788

14 
10,774 
101,496 
10.61%  
4,059 
3,866 
192 

 
10,934 

15 
10,919 
102,163 
10.68% 
4,086 
3,890 
196 

 
11,115

16 
11,098 
103,291 
10.74%  
4,131 
3,935 
196 

（単位：百万円）

自己資本比率

（注）１.自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する資
産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づく開示を行っております。
なお、当金庫は国内基準を採用しております。

 ２.（総）所要自己資本の額は、金融機関に義務付けられた自己資本比率４％に必要な自己資本の額であり、リスク・アセット等に４％を乗じて算出しております。

■

■

■

■

令和4年9月期

■ 正常債権とは
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権で
あり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債
権」及び「要管理債権」以外の債権のことです。

■ 要管理債権とは
　信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と
「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額のことです。

■ 危険債権とは
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態
及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び
利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破産更生債
権及びこれらに準ずる債権」に該当しない債権のことです。

■ 破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等
の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれらに準ずる債権のことです。

金融再生法開示債権

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（単位：百万円）

令和4年3月期

信用金庫法及び金融再生法における開示債権区分による開示
区　　　　　分 令和3年9月期 令和4年3月期

　前年同期に比べ経費の減少等により業務費用は減少しましたが、有価証券利息等の資金運用収益の減少等で業務収益
も減少したことから、業務純益は前年同期比56百万円減少の209百万円となりました。
　経常利益は前年同期比108百万円減少の207百万円、当期純利益は前年同期比106百万円減少の167百万円となりま
した。

　令和4年9月期の当金庫の「信用金庫法及び金融再生法における開示債権」残高は3,038百万円となり、令和4年3月期の
3,077百万円と比較し38百万円減少しました。
　これを区分ごとに見ますと「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」で16百万円増加し、「危険債権」で54百万円減少しました。
　この結果、不良債権比率は令和4年3月期に比較して0.03ポイント低下し2.75％となりました。
　これらの不良債権の大部分は担保・保証及び貸倒引当金によって保全されており、必ずしも全てが回収不能に陥っているもの
ではありません。
　当金庫は、地域金融機関として地域の皆さまへ可能な限り支援することが使命であると認識しており、今後も中小企業の経営
支援に積極的に取り組んでまいります。

　令和4年9月期の当金庫の自己資本の状況は、令和4年3月期と比較して、分子である自己資本の額が179百万円増加、
分母であるリスク・アセット等の額が1,127百万円増加、結果として、自己資本比率は0.06ポイント上昇し10.74％となりま
した。この値は、国内で業務を行う金融機関に義務付けられている自己資本比率4.0％を上回っており、高い水準を維持して
おります。

令和4年9月期
（単位：百万円）

4年3月期比

3,0383,077

■■ 三月以上延滞債権とは
　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅
延している貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債
権」及び「危険債権」に該当しない貸出金のことです。

■■ 貸出条件緩和債権とは
　債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減
免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の
債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、「破産更生債
権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「三月以上延
滞債権」に該当しない貸出金のことです。
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破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危 険 債 権
要　管　理　債　権
　　三月以上延滞債権
　　貸出条件緩和債権

小　　　　計（Ａ）
正 常 債 権

合　　　　計（Ｂ）
不良債権比率（Ａ）／（Ｂ）

※コア業務純益とは、業務純益に一般
貸倒引当金繰入額を加え、国債等債
券売却損益等を控除したもので、金
融機関本来の事業活動のみの利益を
表しております。

（単位：百万円）

 

業 務 純 益

経 常 利 益
当 期 純 利 益

令和2年9月期 令和3年9月期 令和4年9月期

コア業務純益

 

178
114
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266
225
315
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209
250
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損益の状況

自己資本充実の状況

信用金庫法及び金融再生法における開示債権区分による開示



令和4年3月期 令和4年9月期

　
10,000
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0
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0

（単位： 百万円） （単位：%）

令和3年9月期項　　　　　目 

コア資本に係る基礎項目（A）
コア資本に係る調整項目（B）
自己資本の額（C） [（A）－（B）]
リスク・アセット等の額（D）
自己資本比率（C）/（D）
総所要自己資本の額
うち信用リスクに対する所要自己資本の額
うちオペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額

 
10,788

14 
10,774 
101,496 
10.61%  
4,059 
3,866 
192 

 
10,934 

15 
10,919 
102,163 
10.68% 
4,086 
3,890 
196 

 
11,115

16 
11,098 
103,291 
10.74%  
4,131 
3,935 
196 

（単位：百万円）

自己資本比率

（注）１.自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する資
産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づく開示を行っております。
なお、当金庫は国内基準を採用しております。

 ２.（総）所要自己資本の額は、金融機関に義務付けられた自己資本比率４％に必要な自己資本の額であり、リスク・アセット等に４％を乗じて算出しております。

■

■

■

■

令和4年9月期

■ 正常債権とは
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権で
あり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債
権」及び「要管理債権」以外の債権のことです。

■ 要管理債権とは
　信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と
「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額のことです。

■ 危険債権とは
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態
及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び
利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破産更生債
権及びこれらに準ずる債権」に該当しない債権のことです。

■ 破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等
の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれらに準ずる債権のことです。

金融再生法開示債権

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（単位：百万円）

令和4年3月期

信用金庫法及び金融再生法における開示債権区分による開示
区　　　　　分 令和3年9月期 令和4年3月期

　前年同期に比べ経費の減少等により業務費用は減少しましたが、有価証券利息等の資金運用収益の減少等で業務収益
も減少したことから、業務純益は前年同期比56百万円減少の209百万円となりました。
　経常利益は前年同期比108百万円減少の207百万円、当期純利益は前年同期比106百万円減少の167百万円となりま
した。

　令和4年9月期の当金庫の「信用金庫法及び金融再生法における開示債権」残高は3,038百万円となり、令和4年3月期の
3,077百万円と比較し38百万円減少しました。
　これを区分ごとに見ますと「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」で16百万円増加し、「危険債権」で54百万円減少しました。
　この結果、不良債権比率は令和4年3月期に比較して0.03ポイント低下し2.75％となりました。
　これらの不良債権の大部分は担保・保証及び貸倒引当金によって保全されており、必ずしも全てが回収不能に陥っているもの
ではありません。
　当金庫は、地域金融機関として地域の皆さまへ可能な限り支援することが使命であると認識しており、今後も中小企業の経営
支援に積極的に取り組んでまいります。

　令和4年9月期の当金庫の自己資本の状況は、令和4年3月期と比較して、分子である自己資本の額が179百万円増加、
分母であるリスク・アセット等の額が1,127百万円増加、結果として、自己資本比率は0.06ポイント上昇し10.74％となりま
した。この値は、国内で業務を行う金融機関に義務付けられている自己資本比率4.0％を上回っており、高い水準を維持して
おります。

令和4年9月期
（単位：百万円）

4年3月期比

3,0383,077

■■ 三月以上延滞債権とは
　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅
延している貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債
権」及び「危険債権」に該当しない貸出金のことです。

■■ 貸出条件緩和債権とは
　債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減
免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の
債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、「破産更生債
権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「三月以上延
滞債権」に該当しない貸出金のことです。
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※コア業務純益とは、業務純益に一般
貸倒引当金繰入額を加え、国債等債
券売却損益等を控除したもので、金
融機関本来の事業活動のみの利益を
表しております。

（単位：百万円）
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損益の状況

自己資本充実の状況

信用金庫法及び金融再生法における開示債権区分による開示



（注）１. ｢差額｣、｢うち益｣及び｢うち損｣は、期末日時点の帳簿価額（償却原価法適用後）と時価の差額を計上しております。
２. 時価は期末日における市場価格等に基づいております。
３.上記の｢その他｣は、外国証券及び証券投資信託等です。
４.なお、満期保有目的の債券、子会社株式に係る貸借対照表計上額と時価の差額は以下のとおりです。

その他の有価証券

    株　　式

    債　　券

  そ の 他

貸借対照表計上額

55,272

396

41,866

13,008

差　額

▲ 515

▲ 15

82

▲ 582

うち 益
365

13

165

186

うち 損
881

28

82

769

令和3年９月期
貸借対照表計上額

55,919

327

44,632

10,959

差　額

▲ 2,845

▲ 68

▲ 1,297

▲ 1,480

うち 益
31

　

14

17

うち 損
2,877

68

1,311

1,497

令和4年９月期
貸借対照表計上額

54,822

335

42,215

12,271

差　額

▲ 1,513

▲ 53

▲ 535

▲ 924

うち 益
113

4

38

69

うち 損
1,626

58

573

994

令和4年3月期
（単位：百万円）

　有価証券の運用については、国債、地方債など債券を中心とした安
全性を重視した運用を行っております。
　株式市場および債券市場では、欧米をはじめとする各国の中央銀行
が金融正常化への動きを加速する中、金利上昇圧力の高まりを背景
に、株価は不安定な動きが続き、株式評価、債券評価ともにマイナス
幅が拡大、「その他」の中の投資信託で債券型投資信託を中心に評価
が悪化し、全体の評価差額は▲2,845百万円となりました。

満期保有目的の債券

子会社株式

貸借対照表計上額
11,415

     10

差　額
344

ー

うち 益
391

ー

うち 損
47

ー

令和3年９月期
貸借対照表計上額
12,212

     10

差　額
48

ー

うち 益
273

ー

うち 損
225

ー

令和4年９月期
差　額
187

ー

うち 益
318

ー

うち 損
130

ー

令和4年３月期
（単位：百万円）

貸借対照表計上額
11,314

10

福島県8金庫「SDGs共同宣言」の支援活動の一環として、内閣府「子供の未来応援国民運動」の
「こどものみらい古本募金」に取り組んでいます。   
子供の貧困対策は、SDGsのゴール1に位置付けられており、地域を支える金融機関として重要
な役割を果たすことにつながることから取り組んでいるものです。  
   
実 施 内 容

実 施 期 間

回収ボックス設置店舗

古本回収ボックスを店舗に設置、お客さまや役職員から回
収した古本は引き取り業者が査定し、買い取ります。その
査定額が「子供の未来応援基金」を通して子どもたちを支
援する活動をしているNPO等の団体に寄付されます。

2021年4月1日 ～ 2030年まで

本店営業部・石川支店・郡山支店・西川支店

回 収 対 象

回収対象外

・ISBN（国際標準図書番号）がついている本　
・発行から10年以内の本

・ISBNがついていないもの　・漫画雑誌　
・CDアルバム　・個人出版の本　
・コンビニコミック　・DVD　・百科事典　
・一般雑誌　・ゲームソフト

6 7

令和4年９月期 ミニディスクロージャー

取 扱 商 品 の ご 紹 介 （令和4年11月1日現在）

※詳しくは当金庫窓口までお問い合わせください。

【主な融資商品】
◆中小企業・個人事業者向け融資商品
●すしんパートナーⅡ・Ⅲ
●すしん事業者カードローン
●すしんビジネスワイドローンⅠ・Ⅱ
●すしんフロンティア
●すしん法人会・税理士会パートナーローン
●すしんフリーローン「クイックサポート」
●継続サポート「どっしりくん」
●すしん 虹

◆商工会議所・商工会メンバーズビジネスローン
●すしん須賀川商工会議所メンバーズビジネスローン
●すしん郡山商工会議所メンバーズビジネスローン
●すしん岩瀬管内商工会メンバーズビジネスローン
●福島県中小企業家同友会連携資金　すしんアクティブローン

◆企業向け無担保融資商品
●すしんTKC経営者ローン

◆農林畜産業支援ローン
●すしんアグリサポート500
●すしんアグリ復活5000

◆創業・新事業者向け融資商品
●すしん地方創生支援ローン
●須賀川市スタートアップ資金
●新事業育成資金
●すしんスピリッツ

◆住宅関連融資商品（個人向け）
●しんきんマイホームローン
●住まいるいちばんネクストⅤ
●すしん無担保住宅ローン
●らくらく無担保住宅借換ローン
●すしんリフォームローン・エコ
●すしんらくらくリフォームローン
●長期固定金利型住宅ローン　
　すしんフラット35・50（機構買取型）

◆カードローン（個人向け）
●すしんタイムリーカードローン
●すしんカードローン セットカードＡ「プラチナ」
●随時カードローン「ライフサポート」
●すしんきゃっする
●すしん教育カードローン
●すしんシニアワイドローン

　　
◆各種消費者ローン
●すしん個人ローン
●すしん教育ローン
●すしん職域サポートローン
●すしん職域フリーローン
●すしんフリーローン「クイックサポート」
●すしんフリーローン「スペシャル1000」
●すしんカーライフプランローン
●すしんエコカーローン
●らくらくマイカーローン
●すしんシニアライフローン

【主な優遇（金利上乗せ）預金商品】
●退職金優遇定期預金「ステップ」
●年金定期｢さわやか｣
●地域貢献特別定期預金
   「ファミたん　しんきん定期預金　あすなろ｣
●地域貢献特別定期積金
   「ファミたん　しんきん定期積金｣
●資産運用セットプラン
当金庫は、福島県「子育て応援パスポート」
事業に協賛しております。

令和4年度入庫式

絵画コンクール選考のようす

1日 令和4年度新入職員6名（男性2名・女性4名）入庫
4月から9月末までの研修期間を経て、10月1日に正式採用

APRIL

8日

15日

24日

フコクしんらい生命保険㈱との共同寄付スキーム寄付金を贈呈
「ハローキティの定期保険」･「ハローキティの医療保険」の年間販売件数に所定の寄付額単価を乗じた
金額を社会福祉法人うつみね福祉会、社会福祉法人いわせ長寿会、特定非営利活動法人ひまわり福祉会
へ寄付し、フコクしんらい生命保険㈱も同額を寄付しました。

紙製クリアファイルの取扱開始
企業活動におけるプラスチック使用量削減を目的として、紙製ク
リアファイル「ART CLEAR（アートクリア）」の取扱いを開始
しました。「須賀川の松明あかし」と「円谷幸吉選手」の2種類
のデザインで作成し、「信用金庫の日」である6月15日から配
布を開始しました。 

第109回通常総代会を開催
2つの議案を承認可決 

有価証券の時価情報

「桜の絵画コンクール」を開催
須賀川市・古殿町の小学校から256名参加

MAY

古本回収ボックス

JUNE

27日 第８回 須賀川信用金庫理事長杯野球大会を開催
27・28日の2日間の開催を予定していましたが、悪天候によ
り28日の試合が中止となり、27日の一回戦3試合のみの開催
となりました。須賀川・岩瀬管内の中学校8校、6チームが参加
しました。

AUGUST

第8回理事長杯野球大会

第109回通常総代会

「こどものみらい古本募金」を実施
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（注）１. ｢差額｣、｢うち益｣及び｢うち損｣は、期末日時点の帳簿価額（償却原価法適用後）と時価の差額を計上しております。
２. 時価は期末日における市場価格等に基づいております。
３.上記の｢その他｣は、外国証券及び証券投資信託等です。
４.なお、満期保有目的の債券、子会社株式に係る貸借対照表計上額と時価の差額は以下のとおりです。

その他の有価証券

    株　　式

    債　　券

  そ の 他

貸借対照表計上額

55,272

396

41,866

13,008

差　額

▲ 515

▲ 15

82

▲ 582

うち 益
365

13

165

186

うち 損
881

28

82

769

令和3年９月期
貸借対照表計上額

55,919

327

44,632

10,959

差　額

▲ 2,845

▲ 68

▲ 1,297

▲ 1,480

うち 益
31

　

14

17

うち 損
2,877

68

1,311

1,497

令和4年９月期
貸借対照表計上額

54,822

335

42,215

12,271

差　額

▲ 1,513

▲ 53

▲ 535

▲ 924

うち 益
113

4

38

69

うち 損
1,626

58

573

994

令和4年3月期
（単位：百万円）

　有価証券の運用については、国債、地方債など債券を中心とした安
全性を重視した運用を行っております。
　株式市場および債券市場では、欧米をはじめとする各国の中央銀行
が金融正常化への動きを加速する中、金利上昇圧力の高まりを背景
に、株価は不安定な動きが続き、株式評価、債券評価ともにマイナス
幅が拡大、「その他」の中の投資信託で債券型投資信託を中心に評価
が悪化し、全体の評価差額は▲2,845百万円となりました。

満期保有目的の債券

子会社株式

貸借対照表計上額
11,415

     10

差　額
344

ー

うち 益
391

ー

うち 損
47

ー

令和3年９月期
貸借対照表計上額
12,212

     10

差　額
48

ー

うち 益
273

ー

うち 損
225

ー

令和4年９月期
差　額
187

ー

うち 益
318

ー

うち 損
130

ー

令和4年３月期
（単位：百万円）

貸借対照表計上額
11,314

10

福島県8金庫「SDGs共同宣言」の支援活動の一環として、内閣府「子供の未来応援国民運動」の
「こどものみらい古本募金」に取り組んでいます。   
子供の貧困対策は、SDGsのゴール1に位置付けられており、地域を支える金融機関として重要
な役割を果たすことにつながることから取り組んでいるものです。  
   
実 施 内 容

実 施 期 間

回収ボックス設置店舗

古本回収ボックスを店舗に設置、お客さまや役職員から回
収した古本は引き取り業者が査定し、買い取ります。その
査定額が「子供の未来応援基金」を通して子どもたちを支
援する活動をしているNPO等の団体に寄付されます。

2021年4月1日 ～ 2030年まで

本店営業部・石川支店・郡山支店・西川支店

回 収 対 象

回収対象外

・ISBN（国際標準図書番号）がついている本　
・発行から10年以内の本

・ISBNがついていないもの　・漫画雑誌　
・CDアルバム　・個人出版の本　
・コンビニコミック　・DVD　・百科事典　
・一般雑誌　・ゲームソフト

6 7

令和4年９月期 ミニディスクロージャー

取 扱 商 品 の ご 紹 介 （令和4年11月1日現在）

※詳しくは当金庫窓口までお問い合わせください。

【主な融資商品】
◆中小企業・個人事業者向け融資商品
●すしんパートナーⅡ・Ⅲ
●すしん事業者カードローン
●すしんビジネスワイドローンⅠ・Ⅱ
●すしんフロンティア
●すしん法人会・税理士会パートナーローン
●すしんフリーローン「クイックサポート」
●継続サポート「どっしりくん」
●すしん 虹

◆商工会議所・商工会メンバーズビジネスローン
●すしん須賀川商工会議所メンバーズビジネスローン
●すしん郡山商工会議所メンバーズビジネスローン
●すしん岩瀬管内商工会メンバーズビジネスローン
●福島県中小企業家同友会連携資金　すしんアクティブローン

◆企業向け無担保融資商品
●すしんTKC経営者ローン

◆農林畜産業支援ローン
●すしんアグリサポート500
●すしんアグリ復活5000

◆創業・新事業者向け融資商品
●すしん地方創生支援ローン
●須賀川市スタートアップ資金
●新事業育成資金
●すしんスピリッツ

◆住宅関連融資商品（個人向け）
●しんきんマイホームローン
●住まいるいちばんネクストⅤ
●すしん無担保住宅ローン
●らくらく無担保住宅借換ローン
●すしんリフォームローン・エコ
●すしんらくらくリフォームローン
●長期固定金利型住宅ローン　
　すしんフラット35・50（機構買取型）

◆カードローン（個人向け）
●すしんタイムリーカードローン
●すしんカードローン セットカードＡ「プラチナ」
●随時カードローン「ライフサポート」
●すしんきゃっする
●すしん教育カードローン
●すしんシニアワイドローン

　　
◆各種消費者ローン
●すしん個人ローン
●すしん教育ローン
●すしん職域サポートローン
●すしん職域フリーローン
●すしんフリーローン「クイックサポート」
●すしんフリーローン「スペシャル1000」
●すしんカーライフプランローン
●すしんエコカーローン
●らくらくマイカーローン
●すしんシニアライフローン

【主な優遇（金利上乗せ）預金商品】
●退職金優遇定期預金「ステップ」
●年金定期｢さわやか｣
●地域貢献特別定期預金
   「ファミたん　しんきん定期預金　あすなろ｣
●地域貢献特別定期積金
   「ファミたん　しんきん定期積金｣
●資産運用セットプラン
当金庫は、福島県「子育て応援パスポート」
事業に協賛しております。

令和4年度入庫式

絵画コンクール選考のようす

1日 令和4年度新入職員6名（男性2名・女性4名）入庫
4月から9月末までの研修期間を経て、10月1日に正式採用

APRIL

8日

15日

24日

フコクしんらい生命保険㈱との共同寄付スキーム寄付金を贈呈
「ハローキティの定期保険」･「ハローキティの医療保険」の年間販売件数に所定の寄付額単価を乗じた
金額を社会福祉法人うつみね福祉会、社会福祉法人いわせ長寿会、特定非営利活動法人ひまわり福祉会
へ寄付し、フコクしんらい生命保険㈱も同額を寄付しました。

紙製クリアファイルの取扱開始
企業活動におけるプラスチック使用量削減を目的として、紙製ク
リアファイル「ART CLEAR（アートクリア）」の取扱いを開始
しました。「須賀川の松明あかし」と「円谷幸吉選手」の2種類
のデザインで作成し、「信用金庫の日」である6月15日から配
布を開始しました。 

第109回通常総代会を開催
2つの議案を承認可決 

有価証券の時価情報

「桜の絵画コンクール」を開催
須賀川市・古殿町の小学校から256名参加

MAY

古本回収ボックス

JUNE

27日 第８回 須賀川信用金庫理事長杯野球大会を開催
27・28日の2日間の開催を予定していましたが、悪天候によ
り28日の試合が中止となり、27日の一回戦3試合のみの開催
となりました。須賀川・岩瀬管内の中学校8校、6チームが参加
しました。

AUGUST

第8回理事長杯野球大会

第109回通常総代会

「こどものみらい古本募金」を実施

TOPICS SUKAGAWA SHINKIN BANK
2022年　トピックス

4月
4～5
月

6月

8月



2022Mini Disclosure
須賀川信用金庫の現況須賀川信用金庫の現況

支援力の強化と
変革への挑戦
SUKAGAWA SHINKIN BANK

A
T
M

地域をつなぎ、地域と共に歩む

P-B10178〒962-0054 須賀川市牛袋町121番地1
TEL（0248）75-3176（担当部署：総合企画部 経営企画課）
ホームページアドレス https://www.sushin.co.jp

詳しくは、お近くのすしんの窓口までお問い合わせください。

地域をつなぎ、地域と共に歩む

この印刷物は、適切に管理された森からの木材を含む
FSC®認証紙を使用しています。

須 賀 川 信 用 金 庫 か ら の お 知 ら せ

●対象カード／福島県内8信用金庫が発行するすべてのカード
●対象ATM／福島県内8信用金庫が設置する店舗内･店舗外ATM
●ご利用内容／お預入れ･お引出し

しんきんのキャッシュカードがあれば、全国ゼロ
ネット加盟のしんきんATMで、平日･土曜日の
手数料が無料です。

福島県内8信用金庫のATMご利用手数料が

終 日 無 料365日

しんきんのPRコーナー

しんきんATM
ゼロネットサービス

手数料ゼロ

ZERO  ne t  S ERV ICE 0
平　日 8：45～18：00
土曜日 9：00～14：00

知ってトクする

令和4年9月期

■ 店舗所在地 （令和4年11月1日　現在）

■ 店舗外ATMコーナー

I N F O R M A T I O N

（令和4年11月1日　現在）

 

❶本店営業部

❷駅前支店

❸石川支店

❹郡山支店

❺桑野支店

❻鏡石支店

❼長沼支店

 

〒962-0842 
須賀川市宮先町31番地
〒962-0859 
須賀川市塚田88番地

〒963-7851 
石川郡石川町字新町11番地

〒963-8871 
郡山市本町二丁目1番9号

〒963-8025 
郡山市桑野二丁目35番7号

〒969-0401 
岩瀬郡鏡石町不時沼331番地5

〒962-0203 
須賀川市長沼字金町151番地

（0248）75-3171

（0248）75-2168

（0247）26-3111

（024）932-2005

（024）934-0171

（0248）62-3175

（0248）67-3171

◆印のある店舗は、11：30～12：30の間、窓口営業を休止いたします。

店 舗 名 所　在　地 電話番号 ATM設置台数  

❽上町支店

❾西川支店

10古殿支店

11富田支店

12玉川支店

13安積支店

14須 賀 川
　市役所支店

 

〒962-0864 
須賀川市北上町84番地5

〒962-0054 
須賀川市牛袋町121番地1

〒963-8305 
石川郡古殿町大字竹貫字竹貫38番地1

〒963-8045 
郡山市新屋敷一丁目167番地

〒963-6312 
石川郡玉川村大字小高字南畷10番地1
〒963-0105
郡山市安積町長久保三丁目３番１
〒962-0831　
須賀川市八幡町135番地

（0248）76-5911

（0248）76-3171

（0247）53-3727

（024）921-0222

（0247）57-4178

（024）945-1222

（0248）72-2121

店 舗 名 所　在　地 電話番号 ATM設置台数

入金・払戻・記帳・振込（現金取扱可）・定期預金取引可
※須賀川市役所支店は現金振込の取扱いは出来ません

設 　 置 　 場 　 所

　上町支店 川東出張所●
　（大東商工会隣）

　公立岩瀬病院●

　ヨークベニマル 
　メガステージ須賀川南店●

　ヨークベニマル 須賀川森宿店●
　ながぬまショッピングパーク アスク●

●入金・払戻・記帳・振込
　（当金庫および提携金融機関ＣＤカードのみ取扱可）・定期預金取引可

※全てのATMで通帳繰越機能がご利用いただけます。
※全てのATMに点字表示が標準化されています。
※全てのATMに視覚障がい者用ハンドセットを設置しております。

郡山市

天栄村

須賀川市

鏡石町鏡石町

矢吹町の
一部

玉川村 平田村

石川町

古殿町

福島空港

郡山南I.C.

郡山I.C.

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

❶
❷

❸

❹
13

❺

❻
❼

❽❾

10

11

14

12

◆

◆

◆

◆

須賀川
I.C.

須賀川
I.C.

本部


